
前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

20,848,529 4,561,349 0 25,409,878

101,935,524 145346 0 102,080,870

65,881,491 65,639 0 65,947,130

17,036,265 3,510 0 17,039,775

12,111,331 2,495 0 12,113,826

217,813,140 4,778,339 0 222,591,479

当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応す

る額）

25,409,878 (0) (0) (25,409,878)

102,080,870 (0) (102,080,870) (0)

65,947,130 (0) (65,947,130) (0)

17,039,775 (0) (17,039,775) (0)

12,113,826 (0) (12,113,826) (0)

222,591,479 (0) (197,181,601) (25,409,878)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

12,942,784 △ 11,429,900 1,512,884

1,598,400 △ 124,009 1,474,391

15,127,650 △ 15,103,336 24,314

29,668,834 △ 26,657,245 3,011,589

  什器備品

合　　計

  建物附属設備

　　　②　建物附属設備　…　定率法によっている。

合　　計

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　目

  建物

特定資産

  職員退職積立金

  支援センター積立金

  会館建設積立金

  試験センター建設積立

  財政準備積立金

科　目

科　目

特定資産

  職員退職積立金

  支援センター積立金

  会館建設積立金

  試験センター建設積立

  財政準備積立金

合　　計

３．特定資産の財源等の内訳

特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

（単位：円）

（２）　固定資産の減価償却の方法
　　　①　建物　…　旧定率法によっている。

　　　③　什器備品　…　旧定率法及び定率法によっている。

（３）　引当金の計上基準
　　　退職給付引当金　…　期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。

（４）　消費税等の会計処理
　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

法　人　名：一般社団法人　埼玉県薬剤師会

財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針

（１）　棚卸資産の評価基準及び評価方法
　　　最終仕入原価法により評価している。


